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一 般
質 問

一般質問は、定例会で議員が議案に関係なく、市政全般について市の方針
をただすものです。
　なお、掲載文は、議員本人作成の原稿です。

の
ここが聞きたい!!

Live
!

■ＰＣ向けアドレス　http://smart.discussvision.net/smart/tenant/takahama/WebView/
■スマートフォン向けアドレス　http://smart.discussvision.net/smart/tenant/takahama/WebView/sp/
■スマートフォン用
　ＱＲコード

ご注意
ください

※視聴は無料です。ただし、通信料等は視聴者のご負担となります。
※動画配信となりますので、視聴者の通信料等の契約内容により、高額と
なる場合があります。

※視聴に際し今一度、視聴環境にかかる契約内容を、よくご確認・納得のう
え、ご視聴ください。

議会に傍聴に
行かなくても
本会議が
見られます

!

◉インターネット回線に接続されているパソコンやスマートフォンから、生中
継や録画中継をごらんになることができます。
◉録画中継は、生中継放送後、おおむね２週間以内に配信を予定しています。
◉議会放送関係の注意事項について、高浜市公式ホームページ「高浜市議会
映像ネット配信」内に掲載していますので、必ずごらんください。

①生（ライブ）で本会議の視聴ができます。 
②録画中継でも、おおむね２週間後には、本会議の視聴ができます。 
③生中継の本会議開始時刻は、いずれも１０時開始予定です。 
　裏表紙の、12月定例会日程を参考に、ぜひごらんください。 

■問　今回の市長選挙投票率
は51 . 0 9％、得票差は
1,644票だが、この結果に
ついてどう考えるか。
■答　多くの方に政策を支え
られ、その繋がりを大切に
してきた結果と思う。市民

のご意見を真摯に受け止めて任に当たる。
　平成29年3月からPFI方式で高浜小学校等整
備事業を開始し、地区説明会などを行い情報共
有や情報交換を図り、防災拠点になる新庁舎の
整備を進めている。民間保育所2園の開園支援、
市内99の健康自生地、産前・産後からの子育
ての切れ目ない支援で、市民との協働によるま
ちづくり等を進めた結果、全国的に人口が減少
する中、10年前と比べ、人口が約4,100人増加
した。

■問　庁舎外壁アスベスト除去は、業者から金額

の提示があったのはいつで、その金額は。また、
金額をどう受け止めて協議を進めたか。
■答　金額提示は平成29年2月。具体的な金額は
法人の営業上のノウハウなど非開示情報が含ま
れ、回答は控える。外壁アスベストの事例は少
なく、工法検討の結果、剥離剤併用手工具ケレ
ン工法がふさわしいと判断した。金額は重要な
判断要素のため、十分精査・協議をしてきた。
■問　中央公民館解体工事の積算基準はどうか。
■答　地下室杭撤去で地下水汲上げが必要になっ
たが、ディープウェルは採用が少ない特殊工法
で、建築及び土木の県積算基準の設計単価に定
めがなく、複数業者の見積を参考に設計した。
■問　地下階にある機械室の基礎の底盤、杭頭の
高さは地盤面よりどのくらい下か。
■答　原図からスケールで採寸した数値は、地表
面から杭頭で約7.4m。
■問　商工会解体の、商工会が本来負担すべき費
用と、仕様書や図面を出さない理由は。
■答　仕様書や図面等は要望がなく資料が膨大で、
契約の表紙と金抜きを提出した。解体は、中央
公民館と一体的で別々に行うことはできず、商
工会館の解体費用のみの算定はしていない。

吉岡市長3期目の
市政運営について

公共施設工事の変更契約の経緯について

黒川 美克 議員
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■問　単年度では、経常収支
比率で財政の弾力性がわか
るが、市債にならない債務
負担等があり、長期の財政
状況を管理する指標は。
■答　高浜版将来負担比率を

作成し、本来の将来負担比率では対象とならな
い、市役所本庁舎のリース費用について市債同
様に負債と認識し、算定を行い、毎年度、監査
委員に報告する。
■問　新規事業を行うには、新たな財源の捻出の
ために既存事業の見直しが必要であり、既存事
業を見直す時に、個別事業の「見える化」が必
要と考えるがいかがか。
■答　事業仕分け、行政評価、総合計画の施策評
価を行い、「見える化」に努めてきた。昨年度
から主要施策成果説明書で、事業目的、成果を
織り込んだ記述に変更している。
■問　新規事業の目的、到達点、達成時期を明確

にする計画は。
■答　庁舎内において、複数の目で実現可能性の
有無や無駄の検討は十分に実施しており、主要・
新規事業の概要で明確にしている。今後、将来
の目指す姿や目標値を設定し、継続して確認で
きる仕組みを検討したい。

■問　避難訓練で、市民全体で網羅されていない
方は。
■答　町内会加入者中心の訓練となっており、町
内会未加入の方達と、市内にある企業に市外か
ら勤めに来られている方達と考える。
■問　行政の役割を考えた時に、残された課題と
今後の対応は。
■答　多くの市民の皆様に、訓練に参加いただけ
る方法を地域の意見を参考に改善していく。防
災対策に、ゴールや絶対的なプロセスはなく、
継続して実施していくことが重要。
■問　ある場面を想定した訓練を実施する計画は。
■答　災害時対応ゲーム「クロスロード」という
ものがあり、参加者が議論するプログラムとい
う内容で、活用していきたいと考えている。

高浜市長期財政計画の
確認事項と
活用について

防災訓練について

■問　昨年の11月に文部科
学省が学校トイレの調査結
果を発表したが、本市の調
査結果について。また、小
中学校のトイレの洋式化に
ついて、どのような方針で
取り組んでいくのか。

■答　本市の洋便器率は22.0％、全国平均の
43.3％を下回る結果でした。
　学校施設の整備は重要な要素を占めており、
公共施設推進プランでは、高浜小学校を除き高
取小学校、吉浜小学校、高浜中学校、港小学校、
翼小学校の順に、学校施設の大規模改修を実施
していく予定。
　大規模改修の時期までの期間が当分ある学校
については、トイレの部分だけ前倒しして改修
していくことも必要であると考えている。
　高取小学校については、来年度実施設計を行
っていく予定だが、なるべく多くのトイレを洋
式化していきたい。

　高浜小学校は建替えに向けて、大便器60基
全てを洋便器とする予定。平成32年度頃まで
に、学校のトイレの洋式化計画を作成していき
たい。

■問　児童生徒の食物アレルギーの実態と対策に
ついて、高浜小学校建替え後も対応食の調理が
できるよう、給食室の整備を。また、対応食の
調理室拡充についての考えは。
■答　食物アレルギーの児童生徒は今年度38名
と、平成24年度からの2倍に迫る人数。今年度
から食物アレルギー対応指針に従って、各校で
統一した対応が実施され、安全性が高まってい
る。高浜小学校の建替えに合わせ、給食調理の
アレルギー対応食スペースを現在より広く確保
し、設備的にも充実させていく予定。
　高浜小学校以外の学校については、トイレの
改修と同様に、公共施設推進プランの大規模改
修に合わせて給食調理室の見直しを行っていき
たい。
　今後の状況によっては、前倒しして改修して
いくことも必要であると考えている。

学校トイレの
洋式化について

小中学校のアレルギー対策について

幸前 信雄 議員

小野田 由紀子 議員


